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論文内容の要旨
 肺水腫は，冠疾患，うつ血性心疾患等を基礎疾患とし

て，また術後合併症としても発生する．肺水腫の非観血

的な証明方法は極めて困難である．肺水腫が肺における

血管外の水分の異常貯溜であることから，インピーダン

ス法による，肺水腫の動的解析をこころみた．

 インピーダンス法は，一定高周波電流を生体に注入

t．、生体通過塒に起るひずみから，生体の状態を，推察

しようとするもので，合気性臓器である肺が，肺水腫と

いう病的状態におちいると，肺含水量の増加，肺脂気量

の低下を招き，肺組織固有のインピーダンスは含水量の

増加に伴い，低下するものとかんがえられる．

 実験方法

 実験犬は42匹使用した．肺水腫の作製方法として，急

速大量輸液法を用いた・

 全身浮腫状態を観察のため，頭部，腹部，大腿部のイ

ンピーダンスを測定した．また胸部は，上・中。下葉を

投影する4ヵ所のインピーダンスを測定した．インピー

ダンスはこ点電極法を用い，ハーフブリッジダイプのイ

ンピーダンス計にて測定した．肺動脈カテーテル挿入，

輸液の静脈確保，血圧測定用カテーテル挿入を行ない，

輸液前状態で，各インピーダンス測定，胸部X－P撮

影，肺動脈圧，血圧測定をおこなう．その後，一定速度

で，急速大量輸液を行ない，輸液量に伴い，同検査項目

について測定し，輸液終了時，剖検した．

 実験結果

 輸液に伴い，各部のインピーダンスは著明に減少す

る．そのうちで，減少率のもっとも大きいのは腹部のイ

ンピーダンスである．各部のインピーダンスは，はじめ

輸液量に，ほぼ正比例して減少するが或る輸液量に達す

ると，余り減少しなくなる．胸部のインピーダンスのう

ちで，下葉を投影する部位のインピーダンスは他の部位

と同様に，減少の鈍化したあとで，特異的に，再び，急

激に減少する二段性の変化を示す．輸液量に伴い肺動脈

圧は，ほぼ正比例して，圧上昇するが，或る輸液量に達

すると，圧は一定となり，その後再び上昇し，二段性の

上昇曲線を示す．

 考察

 肺は胸廓内に限定された容積内にあり，合気性臓器で

ある．したがって，肺水腫がおこるとき，外にむかって

肥大することが制限されるため，肺内空気が押し出され

る結果，水と空気とのしめる割合がちがってくる．その

結果肺組織のインピーダンスは低下したものとかんがえ

られる．二段性のインピーダンス下降の初期急下降は，

輸液による血管外浸出液の肺胞間質内に貯溜する時期

で，ほぼ注入：量に正比例する．またインピーダンスの無

変化期は，間質は許容量に限界があり，その飽和状態を

示す．後期下降は，間質貯溜液の肺胞内移行を示すもの

だと思われる．またインピーダンスと肺動脈圧の相関を

見ると肺動脈圧上昇にもかかわらず，インピーダンスが

無変化の時期があり，つづいて肺動脈圧が一定にもかか

わらずインピーダンスが急速に下降する時期があること

からも肺内水分の移行が証明される，臨床的に，胸部

インピーダンスの連続観察により，胸壁インピーダンス

測定法は，肺水腫の早期診断の指標としても重要な役割

を果すと思われる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，肺水腫の肺における血管外の水分の異常貯溜について，インピーダンス法による動的解析を

犬を用いて行なったもので，実験的肺水腫についてインピーダスの減少，特に下葉の投影において，二段

性の変化を認める興味ある成績を得ている．

 本論文は肺水腫の早期診断に重要な役割を果すもので，価値ある論文と認める．
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